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れた．クリケットというと野球に似たスポーツという認識であ
ったが，筆者（錦織）は興味があったので参加した．参加
したのは25人くらいで，Imperial Collegeの人とその他の
人がだいたい半々だったので，Imperial College（イング
ランド）チーム対その他の連合チームで対戦が行われた．
クリケットというとイギリスの国技で，イギリスの人はみんな
ルールを知っているかと思っていたが，実際ルールを熟知
していたのはPaulただ一人のようで，忙しそうにみんなに
いろいろ説明していた．バッタ
ーがピッチャーの投げるボー
ルを打って走るというのは野
球と一緒だが，打ってもアウト
になりそうだと走らなくても良か
ったりするのでバッターはなか
なかアウトにならない．また1チ
ームすべての人（通常11人）

がアウトになるまで攻撃を続けるのでゲームの進行がとて
もゆっくりとしていて，とてものどかなスポーツだった．途中
で何点入ったのか分からなくなったが，結果は意外にも
連合チームの勝利で終わった．構内には広大な全面芝
生のグラウンドがあり，転んでもあまり痛くなく思いっきり走り
回ることができた．おかげで学会後半はかなり筋肉痛で
苦しんだが，なかなか楽しい経験ができた．とても有意義
な学会だった．
　次回のAAAmeetingは2年後，カナダのトロントで開
催されることになった．興味ある方は是非参加してみてく
ださい．

写真5. 
夜のダンスパーティ
の風景．左から順に
城島，石躍．

写真中央：城島　愛（じょうじま　あい）
略歴：熊本大学発生医学研究センター細胞複製分野　修士課程在籍
研究テーマ：AAAシャペロンkataninによる微小管切断の分子機構
抱負：この春から博士課程なので，ますます気合い入れて頑張ります．
メールアドレス：069r5209＠med.stud.kumamoto-u.ac.jp

写真右：石躍　由佳（いしおどり　ゆか）
略歴：熊本大学発生医学研究センター細胞複製分野　博士課程在籍
研究テーマ：線虫のAAAタンパク質の機能解析
抱負：タンパク質がそのアミノ酸配列によって多様な三次元構造を形成し，
生命現象の根幹に関わる超機能を発現することは非常に興味深く，この
メカニズムを専門としていた化学により分子・原子レベルで解明したい．
メールアドレス：063r5182＠med.stud.kumamoto-u.ac.jp

写真左：錦織　伸吾（にしこり　しんご）
略歴：2004年北陸先端科学技術大学院大学博士課程修了（材料科
学博士）　現在，熊本大学発生医学研究センターで日本学術振興会
特別研究員
研究テーマ：AAAタンパク質による基質タンパク質構造変換作用の解析
抱負：タンパク質の精巧な働き・動きの分子機構を明らかにしたい．
メールアドレス：nishikor＠kumamoto-u.ac.jp

「タンパク質の社会」は，細胞内を人間の「社会」に見立て
た表現である．じゃぁ，その逆はどうだ，ということで，

タンパク質社会をリアルに表現してみることにした．名付けて，シ
リーズ「リアル蛋白質社会」．第一弾は，本領域の基盤とも言える
タンパク質フォールディングである．
　その昔のTiBSに「フォールディングする人」の漫画があり，ヴ
ォートの生化学の教科書にも載っているのをご存じであろうか
（Trends Biochem. Sci , 1, 50, 1976）．これをラボの院

生U君に再現してもらった．変性（U）状態から中間
（I）を経て天然（N）状態へとフォールディング

し，「I」状態
が「N」状
態に近
いねぇ，
という
こともよ

くわかる・・・．

　と，書いてきたが，実はこの「芸」はU
君がラボの飲み会などで自発的に行っ
ていたものであり，それに発想を得て使
わせてもらったのが順番であり，決して強
制したり，シャペロンとしてフォールディング
をガイドしたわけではない（実際，U君はTiBS
の漫画は知らなかったそうです）．折り紙も得意なU君は，事も
無げに「だれでも練習すればできますよ」と言うが，並みの男性
ならなかなかそうもいくまい．かようにフォールディングというの
は難しいものなのか，ということがよくわかる写真となった．ただ，
「N」状態がエネルギー的に一番「不安定」で今にも変性状態に
戻りそうに見えるのはご愛敬である．
　ニュースレターは息抜きのページも重要である（少なくとも 
ぼくは）．ということで，第一弾は思い切り気合いを入れつつ， 
脱力感にあふれるものになった．「その1」となっているが最初で
最後かもしれない・・・．何かいいネタをおもちの方は編集部に
どうぞ． （田口　英樹）

「リアル」蛋白質社会　その１：人間フォールディング
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